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ウンシュウミカン中のβ-クリプトキサンチン測定法の室間共同試

験による妥当性確認
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ウンシュウミカン（Citrus unshiu Marc.）中の β-クリプトキサンチンの測定法を、室間
共同試験により評価した。本測定法における β-クリプトキサンチンの検出限界（S/N=3）
及び定量限界（S/N=10）は、それぞれ 0.4 mg/kg及び 1.2 mg/kgであった。共同試験には 11
試験室が参加し、5 材料を非明示 2 反復で測定した。その結果，β-クリプトキサンチン含
有量が 4.7 mg/kg～ 23 mg/kgの範囲で、併行相対標準偏差（RSDr）及び室間再現相対標準

偏差（RSDR）はそれぞれ 2.0 ％～ 4.2 ％及び 9.0 ％～ 14 ％であった．HorRatは 0.75～ 1.1
となり，本測定法の妥当性を確認した。拡張不確かさ U（k=2）は、21 ％であった。




